
 

     
 

 

 

 

 

 

 
株式会社 CARTA HOLDINGS のグループ会社で、マーケティングソリューション事業を展開する株式会社 DIGITALIO

（東京都港区、代表取締役 CEO：古谷 和幸、代表取締役 COO：安藤 敦士）が運営するデジタルギフト「デジコ」は、

2024 年 7月 2日（火）、全国の 10 代以上の男女を対象に「デジタル利用実態調査」を実施いたしました。本調査レ

ポート Part1 では、各世代ごとの「キャッシュレス決済とインターネットの利用状況」を比較し、満 60 歳以上のシ

ニア層の実態を調査しました。 

 

 

 

近年、デジタル技術の普及はすべての世代に影響を与えています。従来、デジタル技術に疎いとされていたシニア

層においても、スマートフォンやキャッシュレス決済の利用が一般的になりつつあります。今回は、シニア層（※）

のキャッシュレス決済とインターネットの利用状況に焦点を当て、その実態を調査しました。 

※本調査では、調査時点（2024 年 7月）で満 60 歳以上の方を「シニア層」としています。 

  

【調査レポート】「シニアのデジタル利用実態調査」 

Part1：キャッシュレス決済とインターネットの利用状況 
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調査背景 

Part1：キャッシュレス決済とインターネットの利用状況 
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� シニア層の 73.7%が、「直近 1ヶ月以内にキャッシュレス決済を利用した」と回答 

� シニア層は、「現金決済」よりも「キャッシュレス決済」を多く利用する傾向が見られた 

� シニア層は、「電子マネー」の利用経験率が 58.6%と全世代で最も高かった 

� シニア層がキャッシュレス決済の中で最も利用しているのは「クレジットカード」 

� シニア層の約 7割が「現金を持たずに外出することに抵抗を感じる」と回答 

� シニア層の 50.0%が「二つ折り財布」、36.2%が「長財布」を利用している 

� シニア層は「スマートフォン」よりも「PC」でインターネットを利用することが多い 

� シニア層は SNS の中で「Facebook」を最も多く利用、全世代の中でも一番高い利用率 

� シニア層のインターネットの主な利用目的は、「メールの送受信」「天気予報・ニュースサイト・ホームペー

ジの閲覧」「オンラインショッピング」 

 

 

 

直近 1 ヶ月以内にキャッシュレス決済を利用しましたか。 n=401 

 

直近 1 ヶ月以内にキャッシュレス決済を利用したか聞いたところ、20 代以下と 30 代では約 6 割、40 代と 50 代と

60 代以上は 7割以上が「利用した」と回答しました。シニア層の 73.7%が直近でキャッシュレス決済を利用してお

り、普及率の高さが明らかになりました。 

 

  

シニア層のキャッシュレス決済利用 

Part1：キャッシュレス決済とインターネットの利用状況 

調査結果サマリー 

Part1：キャッシュレス決済とインターネットの利用状況 



 

     
 

決済手段として、「キャッシュレス決済」と「現金決済」のどちらをより多く利用していますか。 n=401 

 

決済手段として、「キャッシュレス決済」と「現金決済」のどちらをより多く利用しているか聞いたところ、40 代

以上は 5割以上が「キャッシュレス決済が多い」と回答しました。シニア層は、「現金決済が多い」の回答が 36.2%、

「キャッシュレス決済が多い」の回答が 51.7%と、「キャッシュレス決済」の方が主流であることが分かりました。 

 

利用したことのあるキャッシュレス決済の種類を以下のうちから選択してください。（複数選択可） n=401 

 

利用したことのあるキャッシュレス決済の種類について聞いたところ、シニア層は「クレジットカード」と「電子

マネー」を利用したことのある割合が他世代と比べても高く、特に「電子マネー」は全世代の中で最も利用したこ

とのある割合が高いことが判明しました。 

  



 

     
 

キャッシュレス決済の中で最も利用する頻度が高いものはどれですか。n=401 

 

最も利用頻度の高いキャッシュレス決済の種類について聞いたところ、世代が上がるにつれて「クレジットカー

ド」の割合が高くなり、シニア層は 50.0%が「クレジットカード」をキャッシュレス決済の中で最も多く利用して

いることが明らかになりました。 

 

現金を持たずに外出することに抵抗を感じますか。n=401 

 

現金を持たずに外出することに抵抗を感じるか聞いたところ、世代が下がるにつれ「全く抵抗を感じない」割合が

高く、世代が上がるにつれ「非常に抵抗を感じる」割合が高い傾向にあることが分かりました。また、シニア層の

約 7割が現金を持たずに外出することに「抵抗を感じる」と回答しました。 

  



 

     
 

普段利用している財布の形状として当てはまるものを以下のうちから選んでください。n=401 

 

普段利用している財布の形状について聞いたところ、世代が下がるにつれコンパクトな「ミニ財布・三つ折り財

布」を利用している割合が高く、世代が上がるにつれオーソドックスな「二つ折り財布」を利用している割合が高

い傾向にあることが分かりました。また、シニア層の 50.0%が「二つ折り財布」、36.2%が「長財布」を利用してい

ると回答しました。 

 

 

 

普段インターネットを利用する時に最も多く利用しているデバイスはどれですか。n=401 

 

普段インターネットを利用する時に最も多く利用しているデバイスについて聞いたところ、40 代以下は「スマー

トフォン」をメインで利用している人が 7割以上を占める一方で、50 代は「PC」と「スマートフォン」が同じ比

率、60 代以上のシニア層は「PC」が 60.3%「スマートフォン」が 37.9%と圧倒的に「PC」をメインで利用している

人がの方が多いことが分かりました。 

シニア層のインターネットの利用状況 

Part1：キャッシュレス決済とインターネットの利用状況 



 

     
 

普段利用している SNS はどれですか。（複数回答可）n=401 

 

普段利用している SNS について聞いたところ、「Instagram」と「TikTok」に関しては年代が下がるにつれて利用し

ている割合が高い一方で、「Facebook」に関しては他世代に比べてシニア層の利用率が 36.2%と圧倒的に高く、ま

たシニア層が最も利用している SNS は「Facebook」であることが分かりました。 

 

普段インターネットを利用する目的は何ですか。（60 代以上の回答・複数回答可） n=139 

 

シニア層が普段インターネットを利用する目的について聞いたところ、主に「メールの送受信」「天気予報・ニュ

ースサイト・ホームページの閲覧」「オンラインショッピング」などの回答が多く見られました。 

  



 

     
 

 

 

本調査から、シニア層も他の世代と同様にキャッシュレス決済やインターネットを積極的に利用していることが明

らかになりました。特に、キャッシュレス決済の利用率が高く、電子マネーやクレジットカードを日常的に活用し

ている点は、従来のイメージを覆す結果と言えます。また、インターネットの利用においても、PC を中心に情報

収集や SNS の利用が進んでおり、シニア層がデジタル技術に対応している実態が浮き彫りになりました。これらの

結果は、シニア層がデジタル社会においても他の世代と変わらぬ利便性を享受していることを示しています。 

 

【調査概要】 

1. 調査の方法：WEBアンケート方式で実施 

2. 調査の対象：全国の 10 代以上の男女 

3. 有効回答数：401名 

4. 調査実施日：2024 年 7月 2日（火） 

 

■引用・転載時のクレジット表記のお願い 

※本リリースの引用・転載は、必ずクレジットを明記していただきますようお願い申し上げます。 

＜例＞「株式会社 DIGITALIO が運営するデジタルギフト「デジコ」が実施した調査結果によると……」 

 

■デジコについて 

 

「デジコ」（ https://digi-co.net/ ）は、初期費用・月額費用無料で、PayPay、Amazonギフトカード、QUO カー

ド Pay、nanaco ギフト、WAON ポイント ID、Apple Gift Card、Google Play ギフトコード、PeXポイントギフトな

どに交換可能なデジタルギフトサービスです。1円単位 1枚から当日発行することが可能です。いつでもすぐに必

要な分だけ発行することができるため、企業の広告予算の調整や急なキャンペーンの実施などにも柔軟に対応する

ことができ、当日まで人数把握が難しいイベントの謝礼などにも幅広く活用することが可能です。 

  

まとめ 
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※PayPay マネーライトは出金不可です。 

※Amazon、Amazon.co.jp およびそれらのロゴは Amazon.com, Inc.またはその関連会社の商標です。 

※本プロモーションは株式会社 DIGITALIO による提供です。 本プロモーションについてのお問い合わせは Amazon ではお受けしておりません。株式会社 DIGITALIO 事務局

digitalgift@cartahd.com までお願いいたします。 

※「QUO カード Pay」もしくは「クオ・カード ペイ」およびそれらのロゴは 株式会社クオカードの登録商標です。 

※「nanaco（ナナコ）」と「nanaco ギフト」は株式会社セブン・カードサービスの登録商標です。 

※「nanaco ギフト」は、株式会社セブン・カードサービスとの発行許諾契約により、株式会社 NTT カードソリューションが発行する電子マネーギフトサービスです。 

※本サービスについてのお問い合わせは株式会社セブン・カードサービスではお受けしておりません。株式会社 DIGITALIO までお願いいたします。 

※「WAON ポイント ID」は、イオンリテール株式会社との発行許諾契約により、株式会社 NTT カードソリューションが発行する電子マネーギフトサービスです。 

※「WAON（ワオン）」は、イオン株式会社の登録商標です。 

※Google Play および Google Play ロゴは Google LLC の商標です。 

※© 2024 iTunes K.K. All rights reserved. 

※PeX から外部への交換には手数料がかかる場合がございます。 

 

■DIGITALIO について 

DIGITALIO（デジタリオ）では、デジタルを軸としたサービスを創造・提供し、社会を前進させるために、メディ

ア・販売促進・リテール・ヘルスケア事業を展開しております。ポイントサイト「ECナビ」やポイント交換サイ

ト「PeX」、無料ウェブ百科事典「コトバンク」、マンガ百科事典「マンガペディア」、デジタルギフト「デジコ」、

販促キャンペーンツール「キャンタ」、給与前払いサービス「Remone」など多数のサービスを開発・運営を通じ

て、自分たちの技術を活かし、社会にある課題を input し、プロダクト開発として output していく。そしてプロ

ダクトを育て、持続させてまいります。 

 

【株式会社 DIGITALIO】 https://digitalio.jp/ 

代表取締役 CEO：古谷 和幸 

代表取締役 COO：安藤 敦士 

資本金：1億 9,800万円 

設立：2007 年 1月 22 日 

所在地：東京都港区虎ノ門 2-6-1 虎ノ門ヒルズ ステーションタワー36F 

事業内容：メディア事業／リテール DX事業／ヘルスケア事業 

 

 【本件に関するお問い合わせ先】  

株式会社 DIGITALIO デジタルギフト「デジコ」 

お問い合わせフォーム ： http://digi-co.net/contact 

https://ecnavi.jp/
https://pex.jp/
https://kotobank.jp/
https://mangapedia.com/
https://digi-co.net/
https://camter.net/
https://remone.jp/
http://digi-co.net/contact

